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証券投資：リスクと役立つ知識 
 
証券投資は相場変動等のリスクを伴います。リスクを回避し、リターンの向上を図るため

には分散投資等の各種手法とともに、金融・経済情勢の的確な見通しが重要です。身近で

役立つ経済予測手法もご紹介します。 
 
 

証券投資のリスクとは、「将来、どれだけ得をするのか、どれだけ損をするのか」が確定していな

いことを意味します。リスクとは、一般的に「ある事象の変動性に関する不確実性」のことで、予

想通りにいかない可能性のことです。証券投資におけるリスクは、分散投資を行うことによってあ

る程度低減させることが可能です。 

 

株式投資を例に取ると、単一銘柄に投資を行っている場合、その銘柄の持つ固有のリスクなどの

ために、不確実性が高くなる場合があります。しかし、投資先を分散することによって個別銘柄の

リスクを和らげることができます。 

但し、この例の場合、分散投資をしても市場平均である東証株価指数（TOPIX：東京証券取引所第

一部上場株式銘柄を対象として、同取引所が算出・公表している株価指数）の価格変動リスクは残

ります。さらに国際分散投資などの場合でも世界経済全体が変動することのリスクは残ります。 

 

債券投資などの場合、信用リスクを判断する場合、一般人にとって格付け会社の「信用格付け」

などをものさしにすることができます。 

 

株式市場や債券市場などの市場に投資することによって生じる市場リスクには、債券を満期前に

売却する時にその債券の市場価格が金利変動の影響により変動する金利リスクや、外貨建ての金融

商品には為替変動によって予期せぬ損益が生じる為替リスクがありますが、価格変動リスクが代表

的なものです。 

 

証券投資の価格変動リスクを少しでも回避のためには、先行きの景気などを少しでも正確に予測

するための道具を活用することも必要です。 

 

こうした業務を専門的な知識を持って行っているのが証券アナリストです。 

 

ここでは、①誰にでもできる経済指標予測手法や、②誰でも利用可能で役に立つ最近つくられた

景気調査である、内閣府『景気ウオッチャー調査』、経済企画協会『ＥＳＰフォーキャスト調査』、

などを紹介しようと思います。それらが、参加者ひとりひとりの証券投資や景気判断のものさしに

なれば幸いです。 
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家計の金融資産  

 

2006年末

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 残高(兆円

1,327 1,328 1,423 1,427 1,407 1,384 1,409 1,434 1,509 1,541

現金・預金 52.4  54.8  52.8  53.2  54.8  56.5  56.0  54.9  51.9  50.5  779

債券 5.8  5.1  4.3  4.0  3.7  3.0  2.5  2.7  2.8  2.8  43

投資信託 1.9  2.0  2.1  2.4  2.3  2.1  2.3  2.5  3.4  4.3  66

株式・出資金 8.7  6.3  10.6  9.2  7.3  6.2  7.3  8.3  11.4  11.9  183

保険・年金準備金 25.9  26.8  25.7  26.3  26.9  27.2  26.8  26.6  25.9  25.9  399

その他 5.2  5.0  4.6  5.0  5.1  5.0  5.1  5.0  4.7  4.6  71

(出所)日本銀行

家計の金融資産の残高

残高(兆円)

構
成
比
(％)

年末

)

日  本 (1,536兆円）

米  国 (45.3兆ドル）

家計の資産構成(2002年6月末)

26.4%50.2% 11.3%

現金・預金

債券
2.9%

投資信託
    5.0%

株式・
出資金 保険・年金準備金

その他計
   4.3%

7.0% 14.3% 31.2% 31.0%13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現金・預金 債券 投資信託 株式・出資金 保険・年金準備金

その他計
   3.4%

(出所)日本銀行「資金循環の日米比較(2007年3Q)」

家計の資産構成(2007年9月末)

7.0% 14.3% 31.2% 31.0%13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現金・預金 債券 投資信託 株式・出資金 保険・年金準備金

その他計
   3.4%

7.0% 14.3% 31.2% 31.0%13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現金・預金 債券 投資信託 株式・出資金 保険・年金準備金

その他計
   3.4%

13.0% 7.0% 14.3% 31.2% 31.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現金・預金 債券 投資信託 株式・出資金 保険・年金準備金

その他計
   3.5%
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短観 

＊Ｈ13年4月分まで191社391社ベース、Ｈ13年5月分は145社・400社ベース、6月分から200社･400社ベース。

(出所)日本銀行、ロイター

日銀短観とロイター短観(200・400社ベース)
(大企業)の業況判断ＤＩ比較

製造業
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1 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 9

日銀短観

ロイター短観（200社ベース）

ロイター短観（400社ベース）

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

製造業
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日銀短観

ロイター短観（200社ベース）

ロイター短観（400社ベース）

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

非製造業
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日銀短観

ロイター短観（200社ベース）

ロイター短観（400社ベース）

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

      (｢良い」-｢悪い」％、(  )内は１期前調査時予測)
17年 18年 19年 20年
12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月
(＋18) (＋19) (＋22) (＋22) (＋21) (＋22) (＋20) (＋22) (＋19) (＋15
＋21 ＋20 ＋21 ＋24 ＋25 ＋23 ＋23 ＋23 ＋19 

＜下段－上段＞ ＋3 ＋1 ▲1 ＋2 ＋4 ＋1 ＋3 ＋1 ＋0 
(＋16) (＋17) (＋19) (＋21) (＋21) (＋21) (＋23) (＋23) (＋21) (＋15
＋17 ＋18 ＋20 ＋20 ＋22 ＋22 ＋22 ＋20 ＋16 

＜下段－上段＞ ＋1 ＋1 ＋1 ▲1 ＋1 ＋1 ▲1 ▲3 ▲5 

大企業・製造業｢悪い｣ 8（6） 10(6) 8（6） 7（5）  7（6）  8（6） 7（6） 7 (5) 9(6)  （8）

大企業・非製造業｢悪い」 7（5） 7(5) 6（5） 6（4） 6（5） 8（5） 6（5） 7 (4) 9(4) （7）

(出所)日本銀行  

日銀短観・全国企業大企業の業況判断ＤＩ

)

)

大企業・製造業

大企業・非製造業
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  ＧＤＰ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

18年 度 P 18年 度 R 18年 19年

前 年 度 前 年 度 10～ 12月 期 1－ 3月 期 4－ 6月 期 　 7－ 9月 期

1.3   0 .8   ▲ 0 .5   0 .

実 質 Ｇ Ｄ Ｐ (5 .3 ) (3 .3 ) (▲ 1 .8 ) (1 .

2 .0   100 .0   2 .3   100 .0   2 .3   2 .8   1 .6   1 .

1 .2   0 .6   0 .2   0 .

0 .7   56 .6   1 .7   56 .9   1 .6   1 .7   1 .2   2 .

1 .9   ▲ 1 .6   ▲ 3 .8   ▲ 7 .

0 .4   3 .7   0 .2   3 .7   0 .6   ▲ 0 .9   ▲ 2 .6   ▲ 11 .

1 .9   ▲ 0 .4   ▲ 1 .7   1 .

7 .7   15 .9   5 .6   15 .8   7 .0   7 .1   0 .1   0 .

民 間 在 庫 品 〔▲ 0.0〕  〔   0 .0〕  〔▲ 0 .1〕  〔▲ 0 .

［寄 与 度 ］ 〔  0 .0 〕  0 .2   〔   0 .2〕  0 .4   〔   0 .2〕  〔   0 .1〕  〔   0 .0 〕  〔▲ 0 .

▲ 0 .3   0 .2   0 .3   0 .

0 .9   17 .9   0 .1   17 .6   0 .0   0 .8   0 .5   0 .

3 .0   4 .9   ▲ 4 .6   ▲ 2

▲ 9 .6   4 .3   ▲ 9 .2   4 .1   ▲ 10 .3   ▲ 4 .3   ▲ 2 .4   ▲ 0 .

公 的 在 庫 品 増 加 〔  0 .0〕  〔▲ 0 .0〕  〔   0 .0 〕  〔▲ 0 .

［寄 与 度 ］ 〔▲ 0 .0〕  0 .0   〔▲ 0 .0〕  0 .0   〔   0 .0〕  〔   0 .0〕  〔   0 .0 〕  〔   0 .

財 ・ｻ ｰ ﾋ ﾞｽ の 純 輸 出 〔  0 .2〕  〔   0 .4〕  〔   0 .1 〕  〔   0 .

［寄 与 度 ］ 〔  0 .8 〕  1 .4   〔   0 .8〕  1 .4   〔   0 .7〕  〔   0 .8〕  〔   1 .0 〕  〔   1 .

         輸    出 1 .0   3 .2   1 .0   2 .

8 .2   16 .4   8 .2   16 .4   6 .4   7 .2   7 .5   8 .

         輸    入 ▲ 0 .3   1 .0   0 .7   ▲ 0 .

3 .4   15 .0   3 .0   15 .0   2 .2   1 .7   1 .3   1 .

Ｇ Ｄ Ｐ デ フ レ ー タ ー

(前 年 比 ％ ) ▲ 0 .7   －   ▲ 0 .7   －   ▲ 0 .6   ▲ 0 .4   ▲ 0 .4   ▲ 0

1 .3   0 .5   ▲ 0 .5   0 .

名 目 Ｇ Ｄ Ｐ (5 .1 ) (2 .1 ) (▲ 1 .8 ) (0 .

1 .3   －   1 .6   －   1 .7   2 .4   1 .2   1 .

注 ）上 段 ：前 期 比 、 （  ）内 は 前 期 比 年 率 、 下 段 ：前 年 同 期 比 。 ［  ］内 は 上 段 ：前 期 比 寄 与 度 、 下 段 ：前 年 同 期 比 寄 与
 *　 19年 7～ 9月 期 第 2次 速 報 値 現 在 。

（出 所 ）内 閣 府

内 閣 府 ：実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 と 主 な 項 目
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4   

度 。

政 府 最 終 消 費 支 出

公 的 固 定 資 本 形 成

民 間 最 終 消 費 支 出

民 間 住 宅

民 間 企 業 設 備

名 目 シ ェ ア
（％ ）

名 目 シ ェ ア
（％ ）

名 目 シ ェ ア
（％ ）

名 目 シ ェ ア
（％ ）

  

 

 

 

  (2000年基準、億ドル％)

10～12月期へのゲタ(前期比年率)

+1.17＜+0.29＞

GDP統計実質 同 GDP寄与度

個人消費支出 83,022 +0.83＜+0.20＞

7月 8月 9月 10月 11月 ケース A B C

12月前月比  0.0 ＋0.2 ＋0.4

月次統計実質 82,720 83,084 83,264 83,334 83,789 10～12月期の

個人消費支出 (＋0.3) (＋0.4) (＋0.2) (＋0.1) (＋0.5) 前期比年率 ＋3.0 ＋3.3 ＋3.5

前月比(％) GDP寄与度 ＋2.1 ＋2.3 ＋2.5
 ＊ ＜＞内は4～6月期から7～9月期へのゲタ。7～9月期の対GDP寄与度、年率+2.0％。

7～9月期

米国ＧＤＰベース実質個人消費支出
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　　　　　　 ( (  )内は前期・月比％)
19年

4～6月期 7月 8月 9月 7～9月期 10月 11月

消費総合指数

109.7 109.1 110.9 109.9 110.1 110.1 110.3 

         (2000年＝100) (＋0.2) (▲0.3) (＋1.6) (▲0.8) (＋0.4) (＋0.1) (＋0.3)

消費水準指数・二人以上世帯 99.0 97.8 98.1 97.4 97.8 99.6 98.0

         (農林漁家世帯除く) (▲0.4) (▲0.8) (＋0.3) (▲0.7) (▲1.2) (＋2.3) (▲1.6)

(2005年 勤労者世帯 97.4 98.1 98.9 98.1 98.4 100.1 97.3
＝100) (農林漁家世帯除く) (▲0.2) (＋1.2) (＋0.8) (▲0.8) (＋1.0) (＋2.0) (▲2.8)

乗用車販売台数

          (季調値) (▲3.2) (▲3.7) (＋9.6) (▲3.9) (▲0.0) (＋6.2) (＋0.6)

耐久消費財出荷指数 118.6 112.4 128.0 122.4 120.9 126.1 123.0 

         (2000年＝100) (＋1.4) (▲7.3) (＋13.9) (▲4.4) (＋1.9) (＋3.0) (▲2.5)

非耐久消費財出荷指数 91.6 89.9 94.1 92.0 92.0 91.7 91.2 

         (2000年＝100) (▲1.3) (▲1.2) (＋4.7) (▲2.2) (＋0.4) (▲0.3) (▲0.5)

*消費総合指数は1月9日現在。　　
（出所）内閣府等

実質

 消費総合指数と関連データの直近の動き

                   (季節調整済、実質、％)
消費総合指数 民間最終消費支出

2002年 4～6月期    0.4    0.7

7～9月期    0.6    0.6

10～12月期    0.0 ▲0.3

2003年 1～3月期 ▲0.3 ▲0.1

4～6月期    0.2 ▲0.2

7～9月期    0.5    0.3

10～12月期    0.9    1.2

2004年 1～3月期    0.3    0.5

4～6月期    0.0    0.1

7～9月期    0.6    0.3

10～12月期 ▲0.9 ▲0.5

2005年 1～3月期    1.1    0.4

4～6月期    1.0    1.0

7～9月期    1.0    0.5

10～12月期    0.6    0.6

2006年 1～3月期    0.0    0.6

4～6月期    0.4    0.8

7～9月期 ▲0.6 ▲0.9

10～12月期    0.7    1.2

2007年 1～3月期    1.0    0.6

4～6月期    0.2    0.2

7～9月期    0.4    0.3

 * 消費総合指数は2008年1月9日現在 
 (出所)内閣府

最近の消費総合指数と
民間最終消費支出の前期比の動き

            (季調済、2000年＝100)

実質輸出 実質輸入 実質貿易収支

2007/6月 151.9      134.3      220.3      

7 153.8      136.4      221.4      

8 164.5      133.0      286.4      

9 158.9      132.2      262.3      

10 159.7      131.2      270.2      

11 162.3      133.6      273.2      

(注)

＊10～11月分平均の7～9月分平均比　 輸出＋1.2%（同年率＋5.0%)

　   　　　　　　　　　　　　　　　　輸入▲1.1％（同年率▲4.3%)

(出所)日本銀行

実質輸出入

財務省作成の通関輸出入金額(円ベース)を日本銀行作成の輸出
入物価指数(円ベース)で各々実質化し、Ｘ-12-ＡＲＩＭＡによる季
節調整を施した後、指数化したもの。
実質貿易支出は、実質輸出と実質輸入の差を指数化したもの。
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景気ウォッチャー 

景気ウォッチャー調査 現状判断ＤＩ（方向性）と日経平均株価の推移

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

1 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 9101112

0

10

20

30

40

50

60

70

日経平均株価

現状判断ＤＩ

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

月

(出所) 内閣府等

内閣府：景気ウォッチャー調査：
2～3ヵ月先の景気の先行きに対する方向性
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企業動向関連
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月

(注)2000年10月以降は全国1,500人を対象とし、9月以前は6地域600人を対象とする。
     2001年8月からは全国2,050人を対象｡

（出所）内閣府

2004年2003年2002年2001年2000年 2005年 2006年 2007年

月

年

2000 49.3 50.0 49.9 50.0 47.6 48.1 49.1 48.8 49.7 50.1 48.5 46.7

2001 45.0 40.6 36.6 37.4 40.3 36.8 33.9 31.1 29.4 29.1 31.6 33.2

2002 34.3 33.8 40.1 42.9 44.2 41.5 41.4 43.4 43.6 40.4 38.8 38.4

2003 37.9 39.0 38.1 35.9 37.0 41.2 44.2 46.1 49.6 53.2 50.6 51.3

2004 51.4 50.7 50.0 52.3 51.4 50.7 53.8 50.4 47.8 48.0 47.1 46.0

2005 47.2 46.0 46.4 47.1 49.3 50.7 50.3 50.3 52.0 51.7 54.5 57.7

2006 54.3 53.8 54.0 51.9 50.8 49.1 48.6 50.2 51.2 51.5 50.1 50.5

2007 49.0 49.5 47.9 47.4 46.2 46.1 45.1 44.2 43.0 42.0 39.6 37.8

(出所)内閣府のデータを三井住友アセットマネジメントＣＥがＸ-11で季節調整

景気ウオッチャー調査：現状判断ＤＩ(方向性)季節調整値

1 2 3 4 5 6 7 18 9 10 11 2
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景気ウォッチャー調査(平成19年11月･12月）

(％)
景気の現状判断ＤＩ 景気の現状判断ＤＩ 景気の先行き判断ＤＩ

           (2～3月先)
(水準) (方向性) (方向性)

11月 12月 11月 12月 11月 12月

合    計 38.4 36.4 38.8 36.6 38.8 37.0

家計動向関連 36.8 35.1 38.4 36.5 38.4 36.4

小 売 関 連 36.5 32.5 38.1 34.5 37.2 35.5

飲 食 関 連 33.3 37.6 38.1 39.1 42.9 31.5

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 関 連 39.1 41.3 40.4 41.0 40.6 39.6

住 宅 関 連 33.0 30.3 32.7 33.8 34.5 37.8

企業動向関連 40.6 38.6 38.8 36.5 37.9 37.5

製 造 業 43.4 40.3 41.6 38.0 37.4 37.7

非 製 造 業 36.9 35.7 35.6 34.1 38.1 37.3

雇  用  関  連 44.4 39.7 41.9 37.5 43.1 39.7

(出所)内閣府  

（ 出 所 ） 内 閣 府

内 閣 府 ： 景 気 ウ ォ ッ チ ャ ー 調 査 ： 分 野 ・ 業 種 別 景 気 の 先 行 き 判 断 (方 向 性 )

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0
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内 閣 府 ： 景 気 ウ ォ ッ チ ャ ー 調 査 ： 分 野 ・ 業 種 別 景 気 の 現 状 判 断 ( 方 向 性 )
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（出 所 ）内 閣 府

景 気 ウ オ ッ チ ャ ー 調 査 ：地 域 別 景 気 の 現 状 判 断 (方 向 性 )
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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

1月 2/21 － 2/15 ● 2/12 (○) 2/10 ● 2/9 (●) 2/8 (○) 2/8 ● 2/8 ●

2月 3/16 ○ 3/13 ● 3/11 ○ 3/10 ○ 3/8 ○ 3/8 (○) 3/8 ○ 3/8 ○

3月 4/21 ○ 4/12 (○) 4/8 ○ 4/8 ○ 4/8 ○ 4/8 ○ 4/10 ○ 4/9 ○

4月 5/19 (△) 5/17 (○) 5/14 ○ 5/13 ● 5/14 ○ 5/13 ○ 5/12 ● 5/10 ●

5月 6/15 ● 6/14 ○ 6/10 (●) 6/9 (●) 6/8 ● 6/8 ○ 6/8 ● 6/8 ●

6月 7/17 (●) 7/12 ● 7/8 ● 7/8 ○ 7/8 ● 7/8 ○ 7/10 ● 7/9 (●)

7月 8/21 (○) 8/10 ● 8/8 (●) 8/8 ○ 8/9 ○ 8/8 (●) 8/8 ● 8/8 ●

8月 9/18 ● 9/13 ● 9/10 ○ 9/8 ○ 9/8 ● 9/8 (○) 9/8 ○ 9/10 (●)

9月 10/17 ● 10/12 ● 10/8 ● 10/8 ○ 10/8 ● 10/11 ○ 10/10 ○ 10/9 ●

10月 11/17 ● 11/12 ● 11/11 ● 11/11 ○ 11/9 （●) 11/9 ● 11/9 (●) 11/8 ●

11月 12/14 ● 12/11 ○ 12/9 ● 12/8 ● 12/8 ● 12/8 ○ 12/8 ● 12/10 ●

12月 1/18 (●) 1/17 ○ 1/16 (●) 1/15 (○) 1/14 ● 1/13 ○ 1/12 （△） 1/11 ●

(　)･･･1ポイント未満

DIトレンド転換 日経平均 売買 前回転換日からの

判明日 ｼｸﾞﾅﾙ 差分(円）

① 2000 6.15 16338.70 売 -

② 2001 6.14 12846.66 買 ＋3,492.04

③ 7.12 12407.95 売 ▲438.71

④ 12.11 10473.91 買 ＋1934.04

⑤ 2002 7.8 10769.20 売 ＋295.29

⑥ 9.10 9309.31 買 ＋1,459.89

⑦ 10.8 8708.90 売 ▲600.41

⑧ 2003 3.10 8042.26 買 ＋666.64

⑨ 5.13 8190.26 売 ＋148.00

⑩ 7.8 9898.72 買 ▲1,708.46

⑪ 12.8 10045.34 売 ＋146.62

⑫ 2004 3.8 11502.86 買 ▲1,457.52

⑬ 6.8 11521.93 売 ＋19.07

⑭ 8.9 10908.70 買 ＋613.23

⑮ 9.8 11279.19 売 ＋370.49

⑯ 2005 4.8 11874.95 買 ▲595.56

⑰ 11.9 14072.20 売 ＋2,197.25

⑱ 12.8 15183.36 買 ▲1,111.16

⑲ 2006 2.8 16272.68 売 ＋1,089.32

⑳ 3.8 15627.49 買 ＋645.19

21 5.12 16601.78 売 ＋974.29

22 9.8 16080.46 買 ＋521.32

23 12.8 16417.82 売 ＋337.36

24 2007 3.8 17090.31 買 ▲672.49

25 5.10 17736.96 売 ＋646.65

合 計 ＋8,635.02

（2008.1.11） （+3626.17）

(出所)内閣府等

内閣府 景気ウォッチャー調査 公表日と変化方向

14110.79

○ ：現状判断DI(方向性)改善
△ ：              〃         保合
● ：              〃         悪化
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   身近なデータ 

(凡例)
　◎　景気拡張局面でその後も１年以上拡張続いた年
　〇　景気拡張局面だが、その年または翌年に景気のピークをつけた年
　●　景気後退局面

（出所）内閣府等

オリンピックのメダル獲得率(参加日本人選手に対するメダル数)と
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金メダル獲得率

当該年の実質経済成長率と景気局面
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(実質経済成長率)(暦年)

(％)

(不参加)

◎
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○
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ネ

○
(山)
00.10

○

北
京

オリンピックの年は日本の景気拡張期(◎or〇)にあたることが多く、しかもそろそろピークを迎える
直前というケースが多い模様。◎の時は金メダル獲得率も高目である。

2007年を表わす｢漢字一字
   ランキング

1 偽

2 食

3 嘘

4 疑

5 謝 

1995 震

1996 食

1997 倒

1998 毒

1999 末

2000 金

2001 戦

2002 帰

2003 虎

2004 災

2005 愛

2006 命

2007 偽

(出所)日本漢字能力検定協会

今年を表わす｢漢字一字｣の推移

順 大　会　名 チーム チーム 年・月・日 視聴率(%) 局
① 02Ｗ杯1次リーグ 日 本 １ - ０ ロ シ ア 02.６.９ 66.1 フ ジ 6.10 ▲68.32
② 02Ｗ杯決勝 ブ ラ ジ ル ２ - ０ ド イ ツ 02.６.30 65.6 Ｎ Ｈ Ｋ
③ 98Ｗ杯1次リーグ 日 本 ０ - １ ｸ ﾛ ｱ ﾁ ｱ 98.６.20 60.9 Ｎ Ｈ Ｋ 6.21
④ 98Ｗ杯1次リーク゛ 日 本 ０ - １ ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 98.６.14 60.5 Ｎ Ｈ Ｋ 6.15 ▲197.16
⑤ 02Ｗ杯1次リーグ 日 本 ２ - ２ ベルギー 02.６.４ 58.8 Ｎ Ｈ Ｋ 6.5 10.80
⑥ 06Ｗ杯1次リーグ 日 本 ０ - ０ ｸ ﾛ ｱ ﾁ ｱ 06.６.18 52.7 朝 日 6.19 ▲18.99
⑦ 98Ｗ杯1次リーグ 日 本 １ - ２ ｼ ﾞ ｬ ﾏ ｲ ｶ 98.６.26 52.3 Ｎ Ｈ Ｋ 6.27
⑧ 06Ｗ杯1次リーグ 日 本 １ - ３ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 06.６.12 49.0 Ｎ Ｈ Ｋ 6.13 ▲614.41
⑨ 02Ｗ杯決勝Ｔ 日 本 ０ - １ ト ル コ 02.６.18 48.5 Ｎ Ｈ Ｋ 6.19 ▲363.75
⑩ 02Ｗ杯準決勝 ド イ ツ １ - ０ 韓 国 02.６.25 48.3 日 本
⑪ 94Ｗ杯アジア最終予選 日 本 ２ - ２ イ ラ ク 93.10.28 48.1 東 京 10.29 223.52
⑫ 98Ｗ杯アジア第３代表決定戦 日 本 ３ - ２ イ ラ ン 97.11.16 47.9 フ ジ 11.17 1,200.80
⑬ 02Ｗ杯準決勝 ブ ラ ジ ル １ - ０ ト ル コ 02.６.26 47.6 Ｎ Ｈ Ｋ
⑭ 06Ｗ杯アジア最終予選 日 本 ２ - １ 北 朝 鮮 05.２.９ 47.2 朝 日 2.10 80.21
⑮ 02Ｗ杯１次リーグ 日 本 ２ - ０ ﾁ ｭ ﾆ ｼ ﾞ ｱ 02.６.14 45.5 朝 日 6.15
⑯ 06Ｗ杯アジア最終予選 日 本 ２ - ０ 北 朝 鮮 05.６.８ 43.4 朝 日 6.9 ▲120.15
⑰ 02Ｗ杯１次リーグ ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ １ - ０ ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 02.６.７ 41.6 Ｔ Ｂ Ｓ
⑱ 06Ｗ杯アジア最終予選 日 本 １ - ０ ﾊ ﾞ ｰ ﾚ ｰ ﾝ 05.３.30 40.5 朝 日 3.31 10.26
⑱ 94Ｗ杯アジア最終予選 日 本 １ - ０ 韓 国 93.10.25 38.0 フ ジ 10.26 ▲285.73
⑳ コンフェデ杯決勝 日 本 ０ - １ フ ラ ン ス 01.６.10 37.9 フ ジ 6.11 ▲203.74
参考 07ＡＦＣアジア杯準決勝 日 本 2 － 3 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 07.７.25 25.0 朝 日 7.26 ▲156.33

07FIFAクラブW杯準決勝 浦和レッズ 0 － 1 AC ミ ラ ン 07.12.13 23.1 日テレ 12.14 ▲22.01
07FIFAクラブW杯3位決定戦 浦和レッズ ２ - ２ エトワール・サヘル 07.12.16 17.2 日テレ 12.17 ▲264.72

（４ ＰＫ ２）

（注）77年以降
(出所)ビデオリサーチなど

最終結果 翌日日経平均前日比（円）

サッカー中継・関東地区平均視聴率歴代ベスト20
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--------

--------
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子供の歌の大ヒットと景気

タイトル／アーティスト 売上枚数(万枚) 発売日 景気局面

黒ネコのタンゴ／皆川おさむ 223.5 Ｓ44.10. 5 ○

およげ！たいやきくん／子門真人 453.6 Ｓ50.12.25 ○

おどるポンポコリン／Ｂ.Ｂ.クィーンズ 164.4 Ｈ 2. 4. 4 ○

だんご３兄弟／速水けんたろう、茂森あ
ゆみ、ひまわりキッズだんご合唱団

291.8 Ｈ11. 3. 3 ○

慎吾ママのおはロック／慎吾ママ 111.7 Ｈ12. 8.18 ○

(注) ○：景気拡張局面  

年 ランナー 年齢 距離 内    容 ％ 番組

95 間 寛 平 46 600 阪神大震災の年、神戸から600㌔完走 27.6 1

96 赤 井 秀 和 37 100 到着遅れ、番組15分延長も完走 22.9 1

97 山 口 達 也 25 100 右足じん帯負傷しても完走 23.0 1

98 森 田 剛 19 100 腹痛ハプニングにめげずゴール 19.3 1

99 錦 野 旦 50 110 付き添う長女に支えられて完走 23.9 1

00 ト ミ ー ズ 雅 40 150 疲れ見せず余裕のゴール 23.4 1

01 研 ナ オ コ 47 85 一睡もせず号泣してゴール 23.6 1

02 西 村 知 美 31 100 ゴール手前で夫が伴走してゴール 23.0 1

03 山 田 花 子 28 110 番組終了から1時間後ゴール 22.0 1

04 杉 田 か お る 39 100 完走して、負け犬返上も離婚 18.4 1

05 丸 山 和 也 59 100 足腰痛に負けず完走し「幸せだな～」 30.3 1

06 ア ン ガ ー ル ズ

（ 田 中 卓 志 ） 30

（ 山 根 良 顕 ） 30

07 萩 本 欽 一 66 70 初代司会者、３０周年の節目に完走 29.8 1

（ゴール生中継の「行列ができる法律相談所」

平均

6.9

4.1

5.5

2.0

4.2

4.7

5.7

5.4

5.6

1.7

9.0

8.6

）[35.3]

(注）年齢は当時、番組平均は「24時間テレビ」全体の平均視聴率
24時間テレビのマラソンは1992年から実施。
2007年の瞬間最高視聴率は過去最高の43.9％（午後8時52分）。
「行列・・・」では42.9％（午後9時7分）
ビデオリサーチ調べ(関東地区）

（出所）日刊スポーツ（平成17年8月30日）に加筆

日本テレビ：24時間テレビの最近のマラソンゴール（フィナーレ）

「史上最弱」ランナー歩いても完走 25.6 1

視聴率

7.7100

作 品 名 掲 載 誌 劇 場 上 演 備 考 景 気 後 退 局 面
リ ボ ン の 騎 士 な か よ し 少 女 ク ラ ブ 版 は 証 券 不 況
（ 手 塚 治 虫 作 ） S 3 8 年 1 月 号 ～ Ｓ 4 1 年 1 0 月 号 Ｓ 2 8 年 1 月 号 ～ Ｓ 3 9 年 1 0 月 ～ 4 0 年 1 0 月

3 1 年 1 月 号 （ Ｓ 2 9 年 は 概 ね 後 退 期 ）
ベ ル サ イ ユ の ば ら 週 刊 マ ー ガ レ ッ ト Ｓ 4 9 年 8 月 ～ Ｓ 5 3 ～ 5 5 年 に は 第 1 次 石 油 危 機
（ 池 田 理 代 子 作 ） Ｓ 4 7 年 2 1 号 ～ Ｓ 4 8 年 5 2 号 Ｓ 5 1 年 5 月 地 方 公 演 も Ｓ 4 8 年 1 1 月 ～ 5 0 年 3 月

Ｓ 4 9 年 1 1 月 ～
Ｓ 5 1 年 8 月

美 少 女 戦 士 な か よ し Ｈ 5 年 1 2 月 Ｈ 1 5 .1 0 ～ Ｈ 1 6 .9  バ ブ ル 崩 壊 不 況
セ ー ラ ー ム ー ン Ｈ 4 年 2 月 号 ～ Ｈ 9 年 3 月 号 * Ｈ 6 年 1 2 月 T V 実 写 版 放 映 Ｈ 3 年 2 月 ～ 5 年 1 0 月
（ 武 内 直 子 作 ） Ｈ 7 年 1 2 月 (C B C )

Ｈ 5 年 夏
　 　 　 以 降 毎 年 ( 2 8 公 演 )

　 * 「 セ ー ラ ー ム ー ン 」 の 前 身 の 作 品 と い え る 「 コ ー ド ネ ー ム は セ ー ラ ー Ｖ 」 は 、 「 る ん る ん 」 誌 Ｈ 3 年 夏 休 み 号 か ら 。
（ 出 所 ） 各 種 資 料

少 女 漫 画 と 景 気

宝 塚

東 京

（ 映 画 ）

（ ミ ュ ー ジ カ ル ）

 

警察庁発表：初詣の人出

(万人)

全   体 成田山新勝寺

前年比(％) 前年比(％)

○ Ｓ６４  7,544  ▲5.0  302  ▲4.4  

○ Ｈ  ２  7,956  ＋5.5  305  ＋1.0  

○
３  7,742  ▲2.7  302  ▲1.0  

● ４  8,259  ＋6.7  309  ＋2.3  

●
５  8,490  ＋2.8  310  ＋0.3  

○ ６  8,544  ＋0.6  310  0.0  

○ ７  8,521  ▲0.3  313  ＋1.0  

○ ８  8,766  ＋2.9  315  ＋0.6  

○
９  8,672  ▲1.1  302  ▲4.1  

● １０  8,694  ＋0.3  304  ＋0.7  

－
１１  8,811  ＋1.3  301  ▲1.0  

○
１２  8,814  ＋0.0  297  ▲1.3  

● １３  8,875  ＋0.7  289  ▲2.7  

－
１４  8,491  ▲4.3  284  ▲1.7  

○ １５  8,622  ＋1.5  265  ▲6.7  

○ １６  8,889  ＋3.1  260  ▲1.9  

○ １７  8,966  ＋0.9  265  ＋1.9  

○ 18  9,373  ＋4.5  275  ＋3.8  

○ 19  9,795  ＋4.5  290  ＋5.5  

○ 20  9,818  ＋0.2  298  ＋2.8  

(注) ○：拡張局面、●：後退局面
＊平成２０年の当初予想は９８４３万人
(出所)内閣府、警察庁

景気局面

2月…山

5月…山

10月…谷

1月…谷
11月…

山

1月…谷

日 経 平 均 株 価
２ ２ ５ 種 年 末 値

前 年 末 ( % )

1 9 9 7 1 5 2 5 8 .7 4 ▲ 2 1 .2 セ ヤ ク ル ト
1 9 9 8 1 3 8 4 2 .1 7 ▲ 9 .3 セ 横 浜
1 9 9 9 1 8 9 3 4 .3 4 3 6 .8 パ ダ イ エ ー
2 0 0 0 1 3 7 8 5 .6 9 ▲ 2 7 .2 セ 巨 人
2 0 0 1 1 0 5 4 2 .6 2 ▲ 2 3 .5 セ ヤ ク ル ト
2 0 0 2 8 5 7 8 .9 5 ▲ 1 8 .6 セ 巨 人
2 0 0 3 1 0 6 7 6 .6 4 2 4 .5 パ ダ イ エ ー
2 0 0 4 1 1 4 8 8 .7 6 7 .6 パ 西 武
2 0 0 5 1 6 1 1 1 .4 3 4 0 .2 パ ロ ッ テ
2 0 0 6 1 7 2 2 5 .8 3 6 .9 パ 日 本 ハ ム
2 0 0 7 1 5 3 0 7 .7 8 ▲ 1 1 .1 セ 中 日

(出 所 ） 各 種 報 道

日 本 シ リ ー ズ
優 　 　 勝

日 本 シ リ ー ズ 優 勝 と 株 価

優
勝
チ

ー

ム

大
東
文
化
大
学

山
梨
学
院
大
学

早
稲
田
大
学

山
梨
学
院
大
学

山
梨
学
院
大
学

中
央
大
学

神
奈
川
大
学

神
奈
川
大
学

順
天
堂
大
学

駒
沢
大
学

順
天
堂
大
学

駒
沢
大
学

駒
沢
大
学

駒
沢
大
学

亜
細
亜
大
学

順
天
堂
大
学

駒
沢
大
学

( 注 1 ) 日 本 テ レ ビ が 中 継 し て い る の は 6 3 回 大 会 ( 8 7 年 ) 以 降 。 但 し 8 7 ～ 9 0 年 は 復 路 が 2 部 に 分 か れ て い た 。
      そ の た め 、 通 し で 平 均 視 聴 率 が 出 る よ う に な っ た 9 1 年 以 降 の デ ー タ を 採 用 し て い る 。
( 出 所 ) ビ デ オ リ サ ー チ 、 内 閣 府

駒
沢
大
学

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

9 1 9 2 9 3 9 4 9 5 9 6 9 7 9 8 9 9 0 0 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 年

1 6 0

1 5 0

1 4 0

1 3 0

1 2 0

1 1 0

1 0 0

9 0

8 0
一 致 Ｃ Ｉ ( 逆 目 盛 、 右 目 盛 )

視 聴 率

箱 根 駅 伝 Ｔ Ｖ 視 聴 率 ( 1 月 3 日 復 路 ) 関 東 地 区 と
1 月 分 景 気 動 向 指 数 ・ 一 致 Ｃ Ｉ

( ％ )
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米国景気    

2 005年 200 6年 2007年 2007年 200 7年
1～ 3月 期 4～ 6月 期 7～ 9月 期 10～ 12月 期 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月

実 質 Ｇ Ｄ Ｐ

前 期 比 年 率 （ ％ ） 3.1 2.9 0. 6 3 .8 4. 9 － － － －

鉱 工 業 生 産     前 期 （ 月 ） 比 （ ％ ） 0.3 0 .9 1. 0 0 .3 ▲ 0.7 0 .3

              前 年 比 （ ％ ） * 3.2 4.0 2. 5 1 .7 1. 7 2 .0 1.4 2 .1

設 備 稼 働 率 （ ％ ）

前 期 （ 月 ） 比 （ ％ ） 80.2 8 1.7 81. 3 81 .7 8 2. 1 82 .1 8 1.4 81 .5

非 国 防 資 本 財 受 注  ▲ 5.0 7 .6 ▲ 0.4 4 .9 ▲ 2.6 4 .2

              前 年 比 （ ％ ） * 17.1 1 0.6 1. 2 7 .4 1. 8 ▲ 10.8 ▲ 0.1 4 .9

失 業 率 （ ％ ）

5.1 4.6 4 .6 4. 5 4 .5 4. 6 4. 8 4 .7 4.7 4 .7 5. 0

非 農 業 雇 用 者 数

              （ 前 月 比 増 減 、 万 人 ） 227.3 24 7.8 180 .0 49. 6 41 .7 2 7. 8 3 8. 2 4 .4 1 5.9 11 .5 1. 8

時 間 当 た り 賃 金全 産 業 前 期 (月 )比 （ ％ ） 0.9 0 .9 1. 0 0. 8 0 .2 0.2 0 .4 0. 4

前 年 比 （ ％ ） * 2.8 3.8 3 .9 4. 1 3 .9 3. 9 3. 8 3 .9 3.7 3 .8 3. 7

求 人 広 告 指 数

   (1 987年 ＝ 100） 39 33 3 1 27 2 4 24 23 21

個 人 所 得       前 期 (月 )比 （ ％ ） 2.4 0 .9 1. 5 0 .5 0.2 0 .4

              前 年 比 （ ％ ） ＊ 5.9 6.6 6. 3 6 .1 6. 5 6 .5 6.1 6 .1

コ ン フ ァ レ ン ス ボ ー ド

消 費 者 信 頼 感 指 数 100.3 10 5.9 103 .7 1 09. 5 106 .7 10 5. 7 9 9. 5 99 .5 9 5.2 87 .8 88. 6Ｐ

ミ シ ガ ン 大 消 費 者 信 頼 感 指 数

89.4 8 7.3 85 .6 92. 2 86 .9 8 5. 7 7 7. 5 83 .4 8 0.9 76 .1 7 5. 5

小 売 売 上 高     前 期 (月 )比 （ ％ ） 1.6 1 .3 0. 9 0 .7 0.2 1 .2

前 年 比 （ ％ ） * 7.2 6.3 3. 4 4 .0 4. 1 5 .0 5.0 6 .3

住 宅 着 工 件 数    (万 戸 ）

207.3 18 1.2 1 46. 0 146 .4 13 0. 0 118 .2 12 3.2 1 18 .7

製 造 業 在 庫     前 年 同 月 比 （ ％ ）

9.2 7.6 5. 5 4 .2 2. 5 2 .4 2.2 3 .0

製 造 業 出 荷    前 年 同 月 比 （ ％ ）

9.9 4.3 ▲ 2.1 ▲ 0.1 1. 4 1 .4 6.0 6 .3

生 産 者 価 格 指 数   

              前 年 比 （ ％ ） ＊ 4.8 3.0 1. 9 3 .5 3. 6 4 .4 6.1 7 .2

消 費 者 物 価 指 数  

              前 年 比 （ ％ ） ＊ 3.4 3.2 2. 5 2 .7 2. 4 2 .8 3.5 4 .3

マ ネ ー サ プ ラ イ  

（ Ｍ １ ）       前 年 比 （ ％ ） ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 1.1 ▲ 0.7 0. 3 ▲ 0.3 0 .4 0.1 ▲ 0.5 ▲ 0.2

マ ネ ー サ プ ラ イ  

（ Ｍ ２ ）       前 年 比 （ ％ ） 4.1 5.2 6 .1 5. 8 6 .1 6. 7 6. 0 6 .7 6.3 6 .2 6. 1

＊ は 季 節 調 整 値
(出 所 )米 商 務 省 、 労 働 省 、 FRBな ど

米 国 主 要 経 済 指 標 の 推 移

 （前 年比 ％)  （前 年比 ％)  （年平 均％ )  （ＩＭＦ方 式、前 年末 比％ )
実質 ＧＤＰ Ｃ   Ｐ   Ｉ Ｆ  Ｆ   レ  ー   ト 円ドルレート（＋ ：円高 ）

１年目 ２年 目 ３年 目 ４年 目 １年目 ２年目 ３年 目 ４年 目 １年 目 ２年目 ３年目 ４年目 １年 目 ２年目 ３年目 ４年 目
ケネ ディ・ジョンソン 61～ 64年 2.3   6.1   4.4   5.8   1.1   1.2   1.2   1.3   1.96  2.68  3.18  3.50  
ジョンソンⅡ期 65～ 68年 6.4   6.5   2.5   4.8   1.6   3.0   2.8   4.3   4.07  5.11  4.22  5.66  
カーター 77～ 80年 4.6   5.6   3.2   ▲ 0.2   6.5   7.6   11.3   13.5   5.54  7.93  11.19  13.36  22.1  23.0  ▲18.8  17.8  
クリントンⅠ 期 93～ 96年 2.7   4.0   2.5   3.7   3.0   2.6   2.8   2.9   3.02  4.20  5.84  5.30  11.4  12.1  ▲3.0  ▲11.3  
クリントンⅡ 期 97～ 00年 4.5   4.2   4.5   3.7   2.3   1.6   2.2   3.4   5.46  5.35  4.97  6.24  ▲ 10.7  12.8  12.9  ▲11.2  

平     均 4.1   5.3   3.4   3.6   2.9   3.2   4.1   5.1   4.01  5.05  5.88  6.81  7.6  16.0  ▲3.0  ▲ 1.6  
ニクソンⅠ 期 69～72年 3.1   0.2   3.4   5.3   5.5   5.8   4.3   3.3   8.21  7.18  4.66  4.43  13.6  4.2  
ニクソン・フォード 73～ 76年 5.8   ▲0.5   ▲0.2   5.3   6.2   11.1   9.1   5.7   8.73  10.50  5.82  5.05  7.9  ▲7.0  ▲1.4  4.1  
レーガ ンⅠ期 81～ 84年 2.5   ▲1.9   4.5   7.2   10.3   6.1   3.2   4.3   16.38  12.26  9.09  10.23  ▲ 7.6  ▲6.4  1.4  ▲ 7.8  
レーガ ンⅡ期 85～ 88年 4.1   3.5   3.4   4.1   3.5   1.9   3.7   4.1   8.10  6.81  6.66  7.57  25.4  25.3  31.2  ▲ 3.1  
ブッシュ（父) 89～ 92年 3.5   1.9   ▲0.2   3.3   4.8   5.4   4.2   3.0   9.22  8.10  5.69  3.52  ▲ 12.2  5.9  8.1  0.5  
ブッシュⅠ期 01～ 04年 0.8   1.6   2.5   3.6   2.8   1.6   2.3   2.7   3.90  1.68  1.13  1.35  ▲ 12.6  10.0  11.6  3.1  
ブッシュⅡ期 05～ 　年 3.1   2.9   3.4   3.2   3.21  4.97  5.02  ▲ 11.7  ▲1.2  5.1  

平     均 3.3   1.1   2.2   4.8   5.2   5.0   4.5   3.9   8.25  7.36  5.44  5.36  ▲ 1.8  4.4  9.9  0.2  

（出 所）米 商務 省、ＦＲＢ

米 国 の 政権 と経 済

民
主
党

共
和
党

1 .3

2 .6

3 .3

4 .4

2 .2

3 .0

4 .0

3 .1

3 .8

1 .5

3 .6

1 .9

3 .6

2 .6

1 .1

0 .0

1 .0

2 .0

3 .0

4 .0

5 .0

8 7 年   8 8 年   8 9 年 9 1 年   9 2 年  9 3 年 9 5 年   9 6 年   9 7 年 9 9 年   0 0 年  0 1 年

Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 諸 国 合 計 実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 ・ 夏 季 オ リ ン ピ ッ ク イ ヤ ー と 前 年 と 翌 年 の 比 較

ソ
ウ
ル

バ
ル
セ
ロ
ナ

ア
ト
ラ
ン
タ

シ
ド
ニ
ー

(％ )

ア
テ
ネ

0 3 年   0 4 年  0 5 年

（ 出 所 ） O E C D エ コ ノ ミ ッ ク ア ウ ト ル ッ ク （ 0 7 年 1 2 月 ） 等
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子年の相場 

十二支
円高(＋)、円安(－)

ＩＭＦ方式
前年末比(％)平均

子 ▲

丑 ＋

寅 ＋

卯 ＋

辰 ▲

巳 ▲

午 ＋

未 ＋

申 ＋

酉 ▲

戌 ＋

亥 ＋

全期間平均 ＋3.5　　

対象期間：1974年～2007年

十二支と為替レート

十二支
日経平均

前年末比(％)平均

子 ＋40.3　　

丑 ▲3.9　　

寅 ＋4.2　　

卯 ＋23.1　　

辰 ＋29.0　　

巳 ＋4.8　　

午 ▲7.5　　

未 ＋7.6　　

申 ＋10.4　　

酉 ＋15.0　　

戌 ＋9.8　　

亥 ＋16.2　　

全期間平均 ＋12.4　　

対象期間：1951年～2007年

十二支と株価

9.5　　

7.3　　

10.4　　

14.2　　

3.4　　

0.9　　

13.0　　

0.3　　

7.1　　

2.6　　

1.5　　

1.2　　

 

戌子（つちのえね・ボシ)

(出所)柏書房「現在こよみ読み解き事典」

戌　 戌は、もともと茂(しげるの意)をそ
とし、草木が繁茂して盛大となった状態を
ている。

子   旧暦十一月。子は孳(ふえる意)で、新し
い生命が種子の中に萌し始める状態を
ている。

の語源
表し

表し

　し 　じ

　ぼ
　ぼう
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ＥＳＰフォーキャスト調査             

       
ESPフォーキャスト調査(08年１月)：総合景気判断DI

86.7 86.7

65.0

81.7

65.2

77.3

83.3

76.7

90.0

80.6 83.980.6
76.777.4 74.2

89.7

78.3

65.0

80.0

66.7

77.3

81.8
92.4

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

07Ⅳ 08Ⅰ 08Ⅱ 08Ⅲ 08Ⅳ 09Ⅰ

総合景気DI（10月） 総合景気DI（11月）

総合景気DI（12月） 総合景気DI（1月）

(出所)経済企画協会

実質ＧＤＰ 1.36 1.92 2.0
(前年比、％） (1.14 - 1.55) (1.50 - 2.26) (1.68 - 2.42)
名目ＧＤＰ 0.93 2.03 2.3

(前年比、％） (0.64 - 1.21) (1.51 - 2.46) (1.94 - 2.83)
消費者物価（全国コア） 0.13 0.39 0.56

(前年比、％） (0.06 - 0.20) (0.24 - 0.54) (0.33 - 0.83)
完全失業率 3.83 3.73 3.57

（％） (3.80 - 3.90) (3.58 - 3.90) (3.39 - 3.76)
日経平均  16,566 17,134 18,252

(円） (16,190 - 16,813) (16,078 - 17,985) (16,985 - 19,431)
円相場 114.6 109.5 109.4

（円/ドル） (112.0 - 116.0) (101.6 - 115.0) (103.8 - 114.6)
新発１０年国債流通利回り 1.65 1.83 2.10

（％） (1.60 - 1.71) (0.98 - 1.68) (1.90 - 2.33)
米国実質ＧＤＰ 2.19 2.21 2.55
（暦年、前年比、％） (2.14 - 2.23) (1.71 - 2.59) (2.14 - 2.89)

（注）上段は総平均、
　　　下段のカッコ内は低位８人平均－高位８人平均
(出所）経済企画協会

2007年度 2008年度 2009年度

「ESPフォーキャスト調査(08年1月)」主な景気指標の予測

3

6

今後1年以内に景気の転換点を迎える確率は、フォーキャスター平
均で33.3％（高位8人平均60.0％、低位8人平均15.0％）の予測
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 気象と景気 

〈 1 〉 開 花 日 ・ 早 い 記 録 〈 2 〉 満 開 ま で の 日 数 ・ 長 い 順

順 位 開 花 日 年 景 気 局 面 順 位 年 開 花 日 （ A ） 満 開 日 （ B ） 日 数 （ B ） - （ A ) 景 気 局 面
1 3 月 1 6 日 2 0 0 2 （ H 1 4 ） ◎ 1 1 9 6 6 （ S 4 1 ） 3 月 2 0 日 4 月 5 日 1 6 ◎
2 3 月 1 8 日 2 0 0 4 （ H 1 6 ） ◎ 2 1 9 8 9 （ H 1 ） 3 月 2 0 日 4 月 3 日 1 4 ◎
3 3 月 2 0 日 1 9 9 0 （ H 2 ） ○ 3 1 9 8 7 （ S 6 2 ） 3 月 2 3 日 4 月 5 日 1 3 ◎
3 3 月 2 0 日 2 0 0 7 （ H 1 9 ） 3 1 9 8 1 （ S 5 6 ） 3 月 2 6 日 4 月 8 日 1 3 ●
3 3 月 2 0 日 1 9 8 9 （ H 1 ） ◎ 3 1 9 5 6 （ S 3 1 ） 3 月 2 6 日 4 月 8 日 1 3 ◎
3 3 月 2 0 日 1 9 6 6 （ S 4 1 ） ◎ 6 1 9 7 9 （ S 5 4 ） 3 月 2 3 日 4 月 4 日 1 2 ○
7 3 月 2 1 日 2 0 0 6 （ H 1 8 ） (◎ ) 6 1 9 5 9 （ S 3 4 ） 3 月 2 4 日 4 月 5 日 1 2 ◎
7 3 月 2 1 日 1 9 9 7 （ H 9 ） ○ 6 1 9 5 0 （ S 3 0 ） 3 月 2 4 日 4 月 5 日 1 2 ◎
9 3 月 2 2 日 1 9 7 7 （ S 5 2 ） ▲ 9 2 0 0 4 （ H 1 6 ） 3 月 1 8 日 3 月 2 9 日 1 1 ○
9 3 月 2 2 日 1 9 7 6 （ S 5 1 ） ○ 1 0 1 9 6 5 （ S 4 0 ） 4 月 2 日 4 月 1 2 日 1 0 ▲

1 0 1 9 5 3 （ S 2 8 ） 3 月 2 6 日 4 月 5 日 1 0 ○
平 年 3 月 2 8 日 平 年 3 月 2 8 日 4 月 5 日 8

2 0 0 5 年 3 月 3 1 日 ◎ 2 0 0 7 年 3 月 2 0 日 3 月 2 9 日 9

（ 注 ） 景 気 局 面 記 号 ・ ・ ・ ◎ 拡 張 局 面 で 、 そ の 後 1 年 超 拡 張 続 く
                        　      ○ 拡 張 局 面 で 、 そ の 後 1 年 以 内 に 山 を 迎 え る
                          　    ▲ 後 退 局 面 だ が そ の 後 1 年 以 内 に 谷 を 迎 え る
                        　      ● 後 退 局 面 で 、 そ の 後 1 年 超 後 退 続 く
（ 出 所 ） 気 象 庁 、 内 閣 府

直 近 5 5 年 間 （ 1 9 5 3 ～ 2 0 0 7 年 ） の 東 京 の 桜 の 開 花 ・ 満 開 日 と 景 気

東 京 の 桜 （ ソ メ イ ヨ シ ノ ） の 開 花 日 が 早 い ほ ど 、 ま だ 満 開 ま で の 日 数 が 多 い ほ ど 、 心 理 面 か ら 景 気 に と っ て は プ ラ ス に
働 く 傾 向 が あ り そ う だ 。

2006年 2007年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

監視海域 ( 4°N～4°S、150～90°W)

  月平均海面水温(℃) 26.5 25.8 25.5 25.8 25.9 26.1 26.4 26.5 26.4 26.7 26.9 26.4 25.9 24.9 24.0 23.7 23.5 23.5 23.6

  同基準値偏差(℃) 0.0 ＋0.1 ＋0.4 ＋0.8 ＋0.9 ＋1.0 ＋1.1 ＋0.8 0.0 ▲0.5 ▲0.5 ▲0.7 ▲0.6 ▲0.8 ▲1.1 ▲1.3 ▲1.5 ▲1.6 ▲1.7

  同5ヵ月移動平均（℃） ＋0.1 ＋0.3 ＋0.4 ＋0.6 ＋0.8 ＋0.9 ＋0.8 ＋0.5 ＋0.2 ▲0.2 ▲0.5 ▲0.6 ▲0.7 ▲0.9 ▲1.1 ▲1.3 ▲1.4

  南方振動指数 ▲0.4 ▲0.8 ▲1.3 ▲0.5 ▲1.2 ＋0.1 ▲0.1 ▲0.6 ▲0.1 ＋0.1 ＋0.1 ▲0.2 ＋0.5 ▲0.5 ＋0.4 ＋0.1 ＋0.7 ＋0.8 ＋1.6

(注)海面水温の基準値はその年の前年までの30年間の各月の平均値、南方振動指数の平年値は1971～2000年の30年平均値。

(出所)気象庁

2006年 2007年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

上 旬 ＋0.9 ＋0.9 ＋0.9 ＋1.2 ＋1.1 ＋0.6 ▲0.5 ▲0.9 ▲0.5 ▲0.7 ▲0.5 ▲0.8 ▲1.0 ▲1.6 ▲1.5 (23.5℃) ▲1.5 (23.6℃)

中 旬 ＋0.9 ＋1.1 ＋1.1 ＋1.3 ＋1.0 0.0 ▲0.1 ▲0.4 ▲0.7 ▲0.4 ▲0.8 ▲0.9 ▲1.1 ▲1.4 ▲1.5 (23.5℃) ▲1.6 (23.5℃)

下 旬 ＋1.0 ＋1.0 ＋1.2 ＋1.2 ＋0.8 ▲0.4 ▲0.7 ▲0.1 ▲0.7 ▲0.5 ▲0.9 ▲1.2 ▲1.5 ▲1.3 ▲1.6 (23.4℃) ▲1.5 (23.7℃)

(注)旬分のデータで2001年からの平年値は1971年～2000年の30年平均値である。
(出所)気象庁

12月11月

旬ごとの海面水温平年偏差

気象庁・エルニーニョ監視指数

景気の山・谷の季節性

(回

山 谷

４～６月期 ４  １

７～９月期 １  ０

10～12月期 ４  ８

１～３月期 ４  ４

合   計 １３  １３  

(出所)内閣府

梅雨入り 梅雨明け 6～7月の降水量 06年の 06年の 07年の 07年の

（平年） （平年） (那覇、名瀬は5～6月) 梅雨入り 梅雨明け 梅雨入り 梅雨明け

沖縄地方 5月8日頃 6月23日頃 445.5mm (那覇) 5月14日頃 6月20日頃 5月16日頃 6月21日頃

奄美地方 5月10日頃 6月28日頃 677.9mm (名瀬) 5月11日頃 6月22日頃 5月26日頃 6月28日頃

九州南部 5月29日頃 7月13日頃 756.4mm (鹿児島) 5月26日頃 7月25日頃 6月1日頃 7月18日頃

九州北部 6月5日頃 7月18日頃 538.5mm (福岡) 6月8日頃 7月26日頃 6月13日頃 7月23日頃

四国地方 6月4日頃 7月17日頃 293.0mm (高松) 6月8日頃 7月26日頃 6月13日頃 7月23日頃

中国地方 6月6日頃 7月20日頃 494.4mm (広島) 6月8日頃 7月26日頃 6月14日頃 7月23日頃

近畿地方 6月6日頃 7月19日頃 356.4mm (大阪) 6月8日頃 7月27日頃 6月14日頃 7月24日頃

東海地方 6月8日頃 7月20日頃 419.6mm (名古屋) 6月8日頃 7月26日頃 6月14日頃 7月27日頃

関東甲信 6月8日頃 7月20日頃 326.4mm (東京) 6月9日頃 7月30日頃 6月14日頃 8月1日頃

北陸地方 6月10日頃 7月22日頃 306.5mm (新潟) 6月15日頃 7月30日頃 6月21日頃 8月1日頃

東北南部 6月10日頃 7月23日頃 297.6mm (仙台) 6月9日頃 8月2日頃 6月21日頃 8月1日頃

東北北部 6月12日頃 7月27日頃 184.8mm (青森) 6月15日頃 8月2日頃 6月21日頃 8月1日頃

(出所)気象庁

梅雨の入り明けの時期
)

  

  

  

  

景気の谷は寒い時が多い。




